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Abstract 
 
本研究では、人間の 3 次元奥行き知覚（3D 知覚）について研究を行った。一般に人間は、いく
つかの奥行き手がかりを使って外界の 3 次元印象を得ていると考えられている。この奥行き手が
かりの 1 つとして両眼視差が知られている。両眼視差とは外界の 3 次元対象が作り出す左右網膜
像の“ずれ”のことである。両眼視差から生まれる奥行きは両眼立体視（stereopsis）、あるいは
立体視的 3 次元（stereoscopic three dimensional, s3D）知覚と呼ばれている。脳はこのずれを
検出し 3 次元印象を作り出していることになる。理論的には、s3D 知覚は人間が生き延びるため
に進化の過程で脳が獲得した脳の奥行きの計算方法だと考えることができ、そのメカニズムを解
明することは認知科学の重要な問題の 1 つである。本研究では s3D 知覚の基礎メカニズムに関し
て、心理物理学的実験を行うとともに、結果の理論的意味、応用的意味について考察する。 
本研究で扱った問題は、s3D 知覚における見かけの奥行き量の問題である。従来の研究では、
見かけの奥行き量は、両眼視差、観察距離などで表現される幾何学的関係式と比較的よく一致す
ることが知られている。しかしながら、相田・下野（2010）は立体透明視刺激と呼ばれる刺激を
使った場合、幾何学的関係式の予測と一致しない感覚が生じることを見出した。この刺激は視野
上の同一領域に重なり合った複数の面を同時に知覚する現象を生み出す。この現象は、2 種類以
上の両眼視差をもったランダム・ドットからなるステレオグラムを提示した場合に生じる。そこ
では、奥行きを持った面が分離し、より手前の面が透けて見える。相田・下野（2010）は、この
立体透明視刺激を用いて、重なり合った面（多重立体透明視面）の間の奥行き量を測定した。そ
の結果、最も外側にある面を構成するドットが同じ両眼視差をもっていたとしても、立体透明視
面が 2 面に分離する刺激（２面刺激）に比べ 3 面に分離する刺激（３面刺激）のほうがより奥行
き量が小さく知覚されることを発見した。この奥行き減少現象は、従来の常識とは一致しないが、
s3D 知覚メカニズムの特性を反映していると考えられる。（従来の常識では、外側の面のドットが
同じ両眼視差をもつ限り、２面刺激と３面刺激は同じ奥行き量をもつはずである。） 
本研究の目的は 3 つあった。1 番目の目的は奥行き減少現象を確認することであり、2 番目の目
的は奥行き減少現象にどの要因が効果的に働いているかを調べることであった。3 番目の目的は、
計算機モデルを使って奥行き減少現象の説明を試みることであった。これらの目的のために本研
究では 5 つの実験を行った。1 番目の目的のために、実験１と２では異なる方法（奥行き再生法
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と奥行き恒常法）で奥行き減少現象が観察されるかどうかを調べた。実験１では奥行き再生法―
観察者は立体透明視刺激を観察し、立体透明視面間の見かけ奥行き量を再生する―を使い、２面
刺激と３面刺激の奥行き量を調べた。実験２では奥行き恒常法―観察者は提示された２面刺激と
３面刺激のいずれがより大きな奥行きをもっているかを判断する―を使い、３面刺激の両眼視差
と同じ奥行き量を生む２面刺激の両眼視差を求めた。実験１と２の結果、相田・下野（2010）と
同様、奥行き減少現象が観察されることが確認された。2 番目の目的のために、実験３ではドッ
ト密度の効果を、実験４と５では立体透明視刺激の面の数の効果を測定した。実験３と４では奥
行き再生法を使った。その結果、実験３ではドット密度に関係なく奥行き減少現象が観察され、
実験４では２面刺激に比べ３面、４面刺激のほうがより奥行き量が小さく知覚された。実験５で
は現象に対する立体透明視刺激の面の数の効果をより詳しく調べるために、奥行き恒常法を使っ
た。実験５の結果、３面刺激と４面刺激の間でも奥行き減少現象が観察された。実験の結果、1）
立体透明視刺激では奥行き減少現象起こること、2）現象は面の数に影響を受けること、3）ドッ
ト密度に影響を受けないことを示した。また、 3 番目の目的のために、相互相関モデル
（cross-correlation model）を２面、３面、４面刺激に適用し、奥行き減少現象を説明できるか
を検討した。その結果相互相関モデルは、1）立体透明視面の数を正しく検出し、2）全体視差の
大きさが比較的小さい場合は奥行き減少現象の生起を予測できたが、3）比較的大きい場合には予
測できなかった。またモデルの予測した奥行き減少率は実際の実験結果に比べ、1/8 の大きさで
あった。これらの結果は、立体透明視面の検出後に面間の相互抑制作用があると仮定すると説明
可能である。 
さらに本研究のもつ応用的意味について考察した。本研究結果は「両眼視差の異なる面が同時
に複数存在するとき、見かけの奥行き量は必ずしも幾何学的予測と一致しない」ことを示唆して
いる。この点は AR (Augmented Reality)(拡張現実)などの研究において複数の面を同時に提示す
るときには、必ずしも幾何学的な位置と一致しないという報告と一致する。本研究によって奥行
き減少現象の解明が進めば、より人間の知覚と一致した AR 世界が作り出せる可能性がある。 
